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参加した生徒に感想を聞きました

1フランクフルトのマインタワーにて　2メルヘン街道の街の一つ、マールブルクで撮影した６人の高校生たち　3ホストファミ
リーとのお別れパーティでのプレゼンテーションの様子　4学校のエントランスフロアでドイツの生徒たちを前に葛巻神楽の鶏舞
を披露　5ドイツの味を堪能したマールブルクのレストラン
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今
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初
め
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な
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う
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を
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じ
て
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び
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深
め
ま
し
た
。

■
大
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感
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会

　

12
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だ
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催
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し
ま
し
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。

　

高
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介
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一
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と
り
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ら
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に
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え
な
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す
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に
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な
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長

を
感
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い
る
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う
で
し
た
。

初めての貴重な体験に大きく成長

第21回欧州視察 ワインとミルクの旅

つながる国際交流の輪

Interview

大久保　柚
ゆずき

希さん
（１年・田子）

自己主張の大切さ学ぶ
　初めて尽くしで不安もありまし
たが、充実した研修ができました。
ドイツには、障がいがある方のた
めに、振動で色の変化を知らせる
信号機があり、日本でも取り入れ
られる工夫だなと思いました。自
己主張も大切。英語の授業では、
積極的に発言していきたいです。

井上　雄
ゆうと

斗さん
（１年・神奈川県）

積極的に行動し成長したい
　英語で自分の意思を伝えられる
ようになったことが一番の成長で
す。まだまだ知識として英単語を
知らないことを痛感。さらに理解
を深め、留学や進学を目指し生か
していきたいです。また、ドイツ
の人たちの積極性を見習い、今後
の成長につなげていきたいです。

石角　珠
み の り

乃理さん
（２年・新町）

共に生きる大切さ学ぶ
　難民や障がい者に対する取り組
みが街のいたるところで見られ、
とても勉強になりました。ドイツ
で学んだ、共に生きるための姿勢
と環境づくりを還元していきたい
です。また、海外に興味、関心を
持ち、受け入れる気持ちの大切さ
を広めていきたいです。

畑中　亘
こ う き

輝さん
（２年・久慈市）

経験を地元にも伝えたい
　歴史的建造物が建てられた年数
が日本よりとても古く驚きました。
ご飯時にホストファミリーとの会
話やボードゲームで交流でき貴重
な体験でした。また、石の卓球台
での卓球は一番の思い出です。旧
山形村出身なので、今回の経験を
地元でも伝えていきたいです。

木ノ下　春
はるな

菜さん
（２年・新町）

社会福祉の充実が印象的
　マールブルクの建物や歴史、街
並みなど日本と違う点が多くあり
とても勉強になりました。ドイツ
は社会福祉が充実していて、障が
いがある方でも不自由なく生活し
ていると感じました。何か一つで
も町に取り入れられないか考えて
いきたいです。

木戸口　孝
たかあき

明さん
（２年・新町）

ドイツの取り組みを還元したい
　ドイツのギムナジウムという学
校は、小学５年生くらいから高校
生までが一つの学校で勉強してい
たので驚きました。葛巻とドイツ
はクリーンエネルギーへの取り組
みが似ているので、ドイツのクリー
ンエネルギーについて勉強し、町
に還元できるようにしたいです。

　日本の文化が好きで、日本への留学を決めました。特にも、
お祭りのような伝統的なイベントや温泉が好きです。
　私の住んでいるドイツのボトロップ市は、自然はありますが
山がありません。葛巻に来て、山の迫ってくるような近さに驚
きました。とてもきれいです。また、道路からタヌキが飛び出
して来たときには、初めてのことでびっくりしました。
　雪が降らないところで育ちましたが、冬休みにイタリアでス
キーやスノーボードをして楽しんでいました。日本の景色はと
てもきれいなので、いろいろな場所の風景や観光名所を訪れて
みたいです。

　11月８日に盛岡市観光文化交流センター（プラザ
おでって）で行われた第27回外国人による日本語
スピーチコンテスト（国際ゾンタ盛岡ゾンタクラブ
主催）に出場し「日本に来て感じたこと」と題して
発表。優秀賞６人の中の１人に選ばれました。日本
語の勉強へ弾みを付け、学生生活を楽しんでいます。

Interview　
日本の風景が大好き！
マハニック・ネレさん（16歳）
ドイツ・ボトロップ市出身
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昨年８月から１年間の予定で町内にホームステイを
しながら葛巻高校に通う留学生を紹介します。

4

出席者による記念撮影（前列右側がネレさん）


